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 酵素分解イオン液体法によるセルロース抽出の高効率化  
 

 ○浜野  智子 *1)、飯田  孝彦 *1)、小沼  ルミ *1)、瓦田  研介 *2) 
 
1．目的・背景  

東日本大震災による深刻な原子力発電所事故を受け、エネルギー政策は大きな転換期を

迎え、再生可能エネルギー・資源の重要性が強く認識されるようになった。なかでも木材

等が生成するセルロースは膨大な量に上り、原料が食料と競合しないため、第二世代のバ

イオエタノール原料として注目されている。ところが、木材等に含まれるセルロースは強

固な結晶構造を有しているため、そのままではエタノールへの糖化効率が悪い。このため、

適切な糖化前処理技術の開発が求められている。近年では、イオン液体等を用いた新しい

糖化前処理技術（イオン液体処理）も検討されているが、木材等に含まれるリグニンがイ

オン液体処理の障壁となっており、十分な糖化が行えていない。そこで本研究では、リグ

ニンを選択的に分解する木材腐朽菌等の微生物処理を行うことによる高効率な糖化前処理

技術の開発を行った。  
 

2．研究内容  
（１）実験方法  

木材中のリグニンを分解するために、Trametes versicolor(和名：カワラタケ)を用いてブ

ナ材をポテトデキストロース寒天培地(PDA 培地)上で 60 日間強制腐朽させた。腐朽後の

ブナ材及び無腐朽のブナ材をそれぞれ粉砕し、イオン液体によるセルロース抽出を行った。 
セルロースの抽出には、 1-ブチル -3-メチルイミダゾリウムクロリド（ [C4mim][Cl]）、

1-エチル -3-メチルイミダゾリウムクロリド（ [C2mim][Cl]）、1-エチル -3-メチルイミダゾリ

ウムアセテート（ [C2mim][OAc]）及び 1-エチル -3-メチルイミダゾリウムホスホネート

（ [C2mim][(MeO)(H)PO2]）の 4 種類のイオン液体を用いた。イオン液体に木粉を入れ、120℃
のオイルバスで 3 時間加熱撹拌を行い、イオン液体中にセルロースを溶解させた。その後、

残渣をろ過し、ろ液に過剰量の純水を加えてセルロースを遊離させた。得られた再生セル

ロースをガラスろ紙を用いてろ過し、DMSO、アセトン及び純水で洗浄後、105℃で乾燥し、

再生セルロースの質量を測定して、木粉に対する再生セルロースの収率を求めた。  
 
（２）結果及び考察  

カワラタケを用いたブナ材の 60 日間強制腐朽後の平

均質量減少率は 42.0％であった。この試料を用いて各イ

オン液体で抽出した再生セルロースの収率を図 1 に示す。

ただし、イオン液体 [C2mim][(MeO)(H)PO2]を用いた場合

は、セルロースの回収に至らなかった。再生セルロース

の収率は、 [C2mim][OAc]を用いた場合が最大となった。

また、いずれのイオン液体においてもカワラタケで腐朽

させたブナ材は無処理に比べて再生セルロースの収率が

高くなった。このことから、木材腐朽菌による前処理は、

イオン液体を用いたセルロース抽出の高効率化に有効で

あることが分かった（特願 2014-001479）。  
 

3．今後の展開  
 本技術を用いることにより、セルロースからバイオエタノールを製造する際の高効率化

が期待できる。  
 

*1)環境技術グループ、 *2)経営企画室  
H24.10～H25.9【基盤研究】酵素分解イオン液体法による新エネルギー材料創出技術の開発  
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図 1. 再生セルロースの収率
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アルミニウム合金スクラップの迅速種別判定方法の検討 
 

 ○湯川  泰之 *1)、山田  健太郎 *1)、上本  道久 *1) 
 
1．はじめに  

アルミニウム合金のリサイクルでは、高級材である展伸材をそのまま再利用することが

望まれているが、異種規格材が混在することで、次第に品質が低下するため、鋳物・ダイ

カスト合金として利用されている。従来のスクラップヤードでの可搬型蛍光エックス線分

析装置（HXRF）を用いた分析において、1000 系合金（純 Al 系）を純 Al に近い 6000 系合

金（Al-Si-Mg 系）として誤識別する例が見受けられ、その原因として試料の表面状態の影

響が懸念されていた〔 1〕。本研究では、アルミニウム合金の現場分析におけるパフォーマン

スを向上させるため、試料の表面状態（皮膜の有無、表面粗さ、不整形状）が HXRF によ

る合金識別に及ぼす影響について調べた。さらに、可搬型反発式硬度計によるアルミニウ

ム合金の硬さ評価を行い、HXRF による分析と組み合わせることで合金種の識別能力の向

上について検討した。  
 
2．研究内容  
（１）実験方法  

1000 系と 6000 系合金について、試料表面の表面処理（塗

装、陽極酸化）の有無、不整形状（曲率半径）及び表面粗

さ（Ra）の異なる試験片を作製し、これらのパラメーター

が HXRF による識別に及ぼす影響を調べた。  
試料の硬さ（リーブ硬さ）評価には、可搬型の反発式硬

度計を用いた。反発式硬度計は、試料の質量及び弾性係数

に依存して測定値が変動しやすいため、試料の厚さと質量

を変化させた試験片を用いて、硬さによる合金識別の可能

性を検討した。  
 

（２）結果及び考察  
 Ra の異なる 1100 及び 6061 合金板を用いて測定した

HXRF による識別率を図 1 に示す。6061 では Ra が変化し

ても識別率は変化せず、1100 では Ra が大きくなると識別

率が低下した。これは、Ra の増大により、試料表面で X
線が散乱され、分析値が変動するためと考えられる。1050
及び 6061 合金の厚さを一定として質量を変化させた場合

の硬さ測定結果を図 2 に示す。1050 と 6061 のリーブ硬さ

には顕著な差が見られ、HXRF に加えてリーブ硬さを補助

的に用いることで合金識別が可能なことが分かった。  
 
3．今後の展開  

アルミニウム合金の識別に関する技術相談への成果活用のほか、リサイクル企業との共

同研究への展開を検討していく。  
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図 1. 表面粗さと識別率の関係 
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 図 2. 反発式硬度計による 
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